
 

【共催】 

・東京大学東アジア藝文書院（EAA） 

・東京大学経済学図書館・経済学部資料室 
 

近世ヨーロッパでは、経済学の創始者と

して有名なアダム・スミスをはじめ、近

代の学問を形作る人物が出現した。明治

維新以降、日本が近代化する際、それら

西欧の知が基礎となった。西欧の知・学

問の受容により、日本は、西欧に肩を並

べる国になろうとしたのである。 

なかでもアダム・スミスは、西欧の経済

成長の秘訣を明らかにしてくれるもの

として着目された。その着目が基盤とな

り、新渡戸稲造は、東京大学所蔵のスミ

ス旧蔵書を購入した。 

その後も、東京大学教授・総長であった

大河内一男は、西欧の文化を象徴的に表

すウィリアム・ホゥガースの版画を購入

し、コレクションとした。本研究会では

西欧の知の受容に迫るものである。 

【この研究会はどなたでも参加できます】 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
13:30-13:40 開会挨拶・趣旨説明： 
 野原慎司（東京大学准教授） 
 
13:40-14:40 報告１：東田雅博（金沢大学名誉教授） 
「東アジアの文化の西欧への衝撃と受容――シノワズ
リーとジャポニスム――」 

 
14:40-14:55 休憩 
 
14:55-15:55 報告 2：近藤和彦（東京大学名誉教授） 
「一代の奇傑ホーガース」 

【各報告には質疑応答の時間を含みます】 

15:55-16:00 閉会挨拶：石原俊時（東京大学教授） 

近世ヨーロッパの文化と東アジア研究会 

東アジアへの西欧
の知の伝播の研究 
2021 年度第 3 回公開研究会 

【日時】 

 2022 年 3 月 11 日（金） 
 13:30∼16:00 
【開催方法と申し込み】 
Zoom によるオンライン開催 
参加希望の方は 2022 年 3 月 10 日ま
でに右の QR コードか以下の URL よ
りお申し込みください。前日までに
接続先をメールでお知らせします。 
https://u-tokyo-ac-jp.zoom.us/meet
ing/register/tZYuf-6pqT0rH9Nhqq
Ru2JEAdR7ZEaU6x89v 
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